
新

刊

紹

介

小
嶋
菜
温
子
・
長
谷
川
範
彰
編

『
源
氏
物
語
と
儀
礼
』

大
竹

明
香

本
書
は
、
先
に
刊
行
さ
れ
た
『
王
朝
文
学
と
通

過
儀
礼
』（
竹
林
舎
）
の
発
展
と
し
て
企
画
さ
れ

た
、
全
八
〇
六
頁
に
わ
た
る
き
わ
め
て
大
部
の
書

で
あ
る
。『
王
朝
文
学
と
通
過
儀
礼
』の
成
果
を
踏

ま
え
つ
つ
、
本
書
で
は
、『
源
氏
物
語
』
と
儀
礼
・

通
過
儀
礼
に
焦
点
を
絞
り
、『
源
氏
物
語
』
に
お

け
る
通
過
儀
礼
の
諸
相
や
主
要
人
物
に
即
し
た
儀

礼
の
語
ら
れ
方
を
通
覧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
品

世
界
の
成
り
立
ち
に
迫
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
幻
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
の
こ
と
な
ど

『
源
氏
物
語
』
と
人
生
儀
礼
を
め
ぐ
っ
て

第
一
章

源
氏
物
語
に
お
け
る
人
生
儀
礼

◆
生
誕
◆

生
誕

方
法
と
し
て
の
産
養

◆
袴
着
◆

袴
着
「
蛭
の
子
が
齢
」の
比
喩
を
め
ぐ
っ
て

◆
元
服
◆

元
服

そ
の
背
景
に
あ
る
陰
陽
道

◆
裳
着
◆

裳
着

紫
の
上
の
「
髪
削
ぎ
」「
新
枕
」
と

の
関
連
か
ら

◆
結
婚
◆

結
婚
「
宿
木
」
巻
、
落
葉
宮
の
代
作
歌
に

着
目
し
て

◆
算
賀
◆

算
賀

光
源
氏
四
十
賀
と
朱
雀
院
五
十
賀
の

相
違
を
中
心
に

◆
葬
送
◆

葬
送
『
西
宮
記
』
と
の
比
較
か
ら

◆
法
会
◆

法
会
『
落
窪
物
語
』の
法
会
と
の
対
比
か
ら

◆
落
窪
物
語
・
う
つ
ほ
物
語
か
ら
◆

源
氏
物
語
に
お
け
る
儀
礼

落
窪
物
語
、
う
つ
ほ
物
語
と
の
比
較

◆
平
安
後
期
物
語
か
ら
◆

平
安
後
期
物
語
と
の
比
較

『
夜
の
寝
覚
』『
浜
松
中
納
言
物
語
』『
狭
衣
物
語
』『
と

り
か
へ
ば
や
』
と
の
通
過
儀
礼

◆
源
氏
物
語
古
注
釈
か
ら
◆

源
氏
物
語
古
注
釈
に
お
け
る
通
過
儀
礼
注
の

変
遷

◆
江
戸
期
の
古
典
学
か
ら
◆

儒
学
と
堂
上
古
典
の
邂
逅

『
源
氏
外
伝
』の
説
く『
源
氏
物
語
』理
解
を
端
緒
と
し
て

第
二
章

源
氏
物
語
の
人
々
と
儀
礼

◆
帝
◆帝

の
葬
送
儀
礼

桐
壺
院
の
「
御
国
忌
」
を
め

ぐ
っ
て

◆
后
妃
◆

『
源
氏
物
語
』
后
妃
の
儀
礼

入
内
・
仏
教
儀
礼
・
中
宮
大
饗
を
め
ぐ
っ
て

◆
光
源
氏
◆

「
さ
か
さ
ま
に
行
く
」
儀
礼

算
賀
の
宴
の

時
空
間

◆
紫
の
上
◆

紫
の
上
を
め
ぐ
る
儀
礼

儀
礼
の
対
象
お
よ
び

主
体
と
い
う
観
点
か
ら

◆
玉
鬘
◆

玉
鬘
の
儀
礼

紫
の
上
の
儀
礼
の
反
照
と
し
て

◆
夕
霧
◆

夕
霧
の
通
過
儀
礼

雲
居
雁
と
の
結
婚
を
中
心

に

◆
明
石
の
君
◆

御
湯
殿
の
儀
の
明
石
君
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「
若
菜
上
」
巻
に
お
け
る
明
石
の
町
の
生
誕
儀
礼
を

め
ぐ
っ
て

◆
女
三
の
宮
・
落
葉
の
宮
◆

『
源
氏
物
語
』
女
三
宮
の
裳
着
と
機
能

姫
君
た
ち
の
裳
着
の
場
面
に
着
目
し
て

◆
柏
木
◆

柏
木
と
通
過
儀
礼

◆
薫
・
匂
宮
◆

『
源
氏
物
語
』「
宿
木
」
巻
に
お
け
る
二
つ

の
結
婚

薫
と
匂
宮
の
社
会
的
身
分
と
相
互
意
識

◆
中
の
君
◆

中
の
君

秘
密
裏
に
結
ば
れ
た
腹
帯

◆
浮
舟
◆

浮
舟
と
儀
礼
〈
奪
わ
れ
た
〉
婚
礼
と
い
う
こ
と

第
三
章

源
氏
物
語
と
儀
礼
の
歌

◆
源
氏
物
語
に
み
る
儀
礼
の
歌
◆

『
源
氏
物
語
』
の
儀
礼
と
歌

明
石
姫
君
誕
生
の
儀
礼
と
和
歌

玉
鬘
裳
着
の
日
の
歌

『
源
氏
物
語
』
に
お
け

る
儀
礼
歌
の
問
題

源
氏
物
語
の
儀
礼
と
和
歌

裳
着
を
中
心
に

『
源
氏
物
語
』
の
「
後
朝
の
別
れ
の
歌
」
と

「
後
朝
の
文
の
歌
」

源
氏
物
語
に
お
け
る
儀
礼
の
歌

◆
儀
礼
歌
の
歴
史
か
ら
み
る
源
氏
物
語
◆

儀
礼
と
抒
情

和
歌
の
機
能

『
源
氏
物
語
』
か
ら
み
る
儀
礼
歌
の
表
現
史

裳
着
の
和
歌
と
『
源
氏
物
語
』

葬
送
儀
礼
関
係
歌
の
流
れ
か
ら
見
る
『
源
氏

物
語
』

時
を
経
た
哀
傷
歌
と
『
源
氏
物
語
』

幻
巻
を
読
む

儀
礼
歌
と
し
て
の
屛
風
歌
の
視
点

か
ら

巻
末
資
料

『
源
氏
物
語
』
人
生
儀
礼
歌
一
覧
―
―
付
・
八

代
集
に
み
る
参
考
歌

第
一
章
か
ら
第
三
章
ま
で
を
紹
介
し
て
い
く
。

ま
ず
第
一
章
で
は
儀
礼
・
通
過
儀
礼
と
は
何
か
、

『
源
氏
物
語
』
に
語
ら
れ
て
い
る
通
過
儀
礼
と
は

何
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
生
誕
か
ら
袴
着
、

元
服
、
裳
着
、
結
婚
、
算
賀
、
葬
送
、
法
会
ま
で

の
通
過
儀
礼
を
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
の
解
説
や

『
源
氏
物
語
』
に
語
ら
れ
る
叙
述
を
照
ら
し
合
わ

せ
論
述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
源
氏
物
語
』
と

『
う
つ
ほ
物
語
』『
落
窪
物
語
』
な
ど
の
他
の
王

朝
文
学
作
品
を
比
較
・
対
比
し
、『
源
氏
物
語
』

に
お
け
る
通
過
儀
礼
の
語
ら
れ
方
の
特
質
な
ど
を

論
述
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、『
源
氏
物
語
』
の

通
過
儀
礼
を
古
注
釈
や
江
戸
期
古
典
学
の
解
釈
か

ら
考
え
る
。

第
二
章
は
、『
源
氏
物
語
』
の
作
中
人
物
そ
れ

ぞ
れ
の
通
過
儀
礼
の
描
か
れ
方
を
浮
き
彫
り
に

し
、
そ
れ
ら
を
と
お
し
て
見
え
て
く
る
人
物
造
型

な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
光
源
氏
や
紫
の
上
、
玉

鬘
、
夕
霧
、
薫
、
浮
舟
な
ど
の
主
要
な
作
中
人
物

の
通
過
儀
礼
は
、
作
中
時
間
や
政
情
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
情
な
ど
に
よ
っ
て
描
か
れ
方
に
異
な
る
点
が

あ
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
、『
源
氏
物
語
』

の
主
題
を
論
及
し
て
い
る
章
で
あ
る
と
も
い
え
よ

う
。第

三
章
は
、『
源
氏
物
語
』
の
儀
礼
歌
か
ら
作

品
世
界
が
ど
の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
に

つ
い
て
迫
る
も
の
で
あ
る
。
通
過
儀
礼
は
子
の
誕

生
や
成
人
、
結
婚
な
ど
の
人
生
の
節
目
に
行
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
大
切
な
節
目
に
際
し
て
、

作
中
で
詠
ま
れ
る
和
歌
や
和
歌
を
と
も
な
っ
た
場

面
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
徴
的
な
表
現
や
歌
語
な

ど
に
着
目
し
、
論
証
さ
れ
て
い
る
。

本
書
は
全
編
を
と
お
し
て
通
過
儀
礼
を
軸
と

し
、
作
品
世
界
の
表
現
や
成
り
立
ち
を
明
ら
か
に
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す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
作
中
に
お
い
て

主
要
人
物
の
全
て
の
儀
礼
が
語
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
例
え
ば
、
光
源
氏
は
作
中
に
お
い
て

産
養
は
語
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
光
源
氏
の
子

（
表
向
き
は
桐
壺
帝
の
子
）
冷
泉
帝
や
、
一
人
娘

で
あ
る
明
石
の
姫
君
（
後
の
明
石
の
中
宮
）
も
産

養
は
語
ら
れ
な
い
。（
五
五
七
頁
）
こ
れ
ら
は
意

図
的
に
語
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
語
ら
れ

な
い
こ
と
が
、
作
中
世
界
に
お
い
て
大
き
な
意
味

を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
た
語
ら
れ
て

い
る
場
面
も
そ
れ
ぞ
れ
の
抱
え
る
事
情
が
反
映
さ

れ
た
描
か
れ
方
が
多
く
、
そ
れ
は
作
品
が
示
す
そ

れ
ぞ
れ
の
人
物
を
描
く
際
の
方
法
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
通
過
儀
礼
が
語
ら
れ

る
こ
と
と
語
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、『
源
氏
物
語
』

の
主
題
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
巻
末
資
料
と
し
て
「『
源
氏
物
語
』

人
生
儀
礼
歌
一
覧
―
―
付
・
八
代
集
に
み
る
参
考

歌
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
も
、『
王
朝

文
学
と
通
過
儀
礼
』（
竹
林
舎
）
に
収
載
さ
れ
て

い
る
「『
源
氏
物
語
』
通
過
儀
礼
一
覧
」
を
基
礎

と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
項
目
は
、
左
記
の

通
り
で
あ
る
。

生
誕

成
人

婚
姻

賀出
家
・
葬
送

『
源
氏
物
語
』
作
中
の
儀
礼
歌
を
分
類
し
、
八

代
集
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
儀
礼
に
関
し
て
詠
ま
れ
た

和
歌
が
参
考
歌
と
し
て
併
記
さ
れ
て
い
る
。
各
項

目
に
三
首
程
度
の
参
考
歌
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、

『
源
氏
物
語
』
の
儀
礼
歌
と
比
較
し
な
が
ら
、
儀

礼
歌
に
用
い
ら
れ
る
歌
語
や
表
現
な
ど
の
特
徴
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
書
は
、『
源
氏
物
語
』
に
お
い
て
語
ら
れ
る

儀
礼
の
描
写
が
意
味
す
る
も
の
と
、
そ
の
描
写
の

中
で
詠
ま
れ
て
い
る
儀
礼
歌
に
つ
い
て
丹
念
に
分

析
さ
れ
て
い
る
。
諸
論
が
儀
礼
に
軸
を
お
い
て

『
源
氏
物
語
』
を
論
証
し
て
い
る
た
め
、
通
読
す

る
こ
と
に
よ
り
、
儀
礼
の
意
味
や
儀
礼
が
ど
の
よ

う
に
語
ら
れ
て
い
る
の
か
、
さ
ら
に
は
作
品
世
界

の
全
体
像
及
び
骨
格
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
・
武
蔵
野
書
院
・
Ａ
五
判
・

上
製
函
入
・
八
〇
六
頁
・
本
体
一
八
、
九
〇
〇
円
）

（
お
お
た
け
あ
か
り

大
学
院
前
期
課
程
在
学
生
）

小
嶋
菜
温
子
・
倉
田
実
・
服
藤
早
苗
編

『
王
朝
び
と
の
生
活
誌

―
―
『
源
氏
物
語
』
の
時
代
と
心
性
』

泉
屋

咲
月

『
源
氏
物
語
』
を
読
み
解
く
に
は
、
そ
の
時
代

背
景
や
当
時
の
人
々
の
精
神
的
傾
向
を
ふ
ま
え
る

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
本
書
は
、
多
角
的
な
討

究
に
よ
っ
て
、
王
朝
時
代
に
お
け
る
、
現
代
と
は

違
っ
た
社
会
事
情
や
そ
こ
に
お
け
る
心
の
実
態
を

詳
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

る
。以

下
に
概
略
を
記
す
。

王
朝
び
と
の
生
活
誌
へ
―
序
に
か
え
て

王
朝
の
生
活
誌
を
ど
う
と
ら
え
る
か
―
歴
史

と
想
像
力
の
交
差
す
る
場
へ

座
談
会
（
小

嶋
菜
温
子
、
倉
田
実
、
服
藤
早
苗
）

Ⅰ

宮
廷
空
間
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー

童
女
御
覧
の
成
立
と
変
容
―
平
安
王
朝
五
節

儀
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
眼
差
し

服
藤
早
苗

『
源
氏
物
語
』
の
後
宮
と
密
通

高
橋
亨
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